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基礎・基本の定着を図る小学校理科学習指導の充実
―平成16年度「基礎・基本」定着度調査の結果を踏まえた指導法の工夫―

本県では平成15年度に引き続き，平成16年

度「基礎・基本」定着度調査を実施した。こ

の調査は，学習指導要領において身に付ける

ことが求められている基礎的・基本的な内容

のうち 「読み・書き・算」等の基礎学力に，

ついて県全体の実態を把握するとともに，各

校の課題を明確にし，児童生徒の個に応じた

きめ細かな指導法の改善に取り組むなど，基

礎・基本の定着を目的としている。

前回の調査では，小学校第４学年，第６学

年及び中学校第３学年を対象に，約10％の児

童生徒を抽出し，国語，算数・数学，英語及

び意識調査を実施した。

それに対して今回の調査では，小学校第５

学年において国語，社会，算数，理科及び意

識調査を，中学校第１学年，第２学年を対象

に，国語，社会，数学，理科，英語及び意識

。調査をそれぞれ悉皆（全員を対象）で実施した

このことによって，すべての学校が自校の

データと比較し，それまでの取組等を検討す

るなど，指導の改善に生かすことが期待され

る。また，教科や内容などが拡充されたこと

で，これまで以上に総合的に基礎・基本の定

着状況をとらえ，より一層のきめ細かな指導

を実現することが可能となった。

そこで，本稿では小学校理科の定着度調査

の結果について，第１回の悉皆調査であるこ

とを踏まえ，各質問事項についてすべて分析

する。そして，本県小学校第５学年児童の理

科学習に関する実態を探り，平均通過率の低

い内容を中心に，基礎・基本の定着を目指す

理科学習指導の改善と工夫について述べる。

今回は，質問紙法により，児童の理科学

習に対する関心や意欲，態度などに関する

調査が行われた（調査実施学年のうち，各

学校１学級を抽出して実施 。）

質問１ あなたは，理科が好きですか。

質問２ あなたは，理科の勉強が大切だと思

いますか。
質問３ あなたは，理科のどんな勉強が好き

ですか。

１ 意識調査の結果と考察

理科は好きか

48.0% 32.7% 12.1% 7.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

好き どちらかといえば好き

どちらかといえば好きではない 好きではない
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その結果，80％を超える児童が，理科を「好

き 「どちらかといえば好き」と答え，理科の」，

勉強についても80％以上が「大切 「どちらか」，

といえば大切」と答えており，理科を好意的に

， 。 ，とらえ 理科学習の必要性も感じている また

理科の勉強の内容については 「Ａ生物とその，

環境 「Ｂ物質とエネルギー 「Ｃ地球と宇」， 」，

宙 （以下，Ａ区分，Ｂ区分，Ｃ区分）各区分」

ともにほぼ同じ割合で好きと答えている。

質問４ あなたは，理科の授業で好きなことは何
ですか。

質問５ 理科の勉強に関することで，分からない
こと興味・関心をもったことについて自分

から調べようとしていますか。
質問６ あなたは，動植物や自然，環境問題など

に興味がありますか。

理科の勉強は大切か

47.1% 37.1% 11.3% 4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う どちらかといえば思う

どちらかといえば思わない 思わない

理科のどんな勉強が好きか

24.2% 24.3% 28.4% 23.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

植物や動物など 川の流れ，天気，太陽，月，星
電流，磁石，てこのはたらき もののとけかた，あたたまりかた

理科の授業で好きなことは何か

73.7%

3.2%

10.2%

3.5%

1.7%
7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問題をつくって予想 観察，実験の方法を考えること
観察，実験をすること 結果をまとめること
先生の説明を聞くこと 本などで調べること

「 ， 」，70％を超える児童が 観察 実験をすること

約10％の児童が「観察，実験の方法を考えるこ

と」が好きと答え，観察，実験などの直接体験

を通して，自分自身で自然のきまりを見付ける

ことを好むことが分かる。さらに，約80％の児

童が動植物や自然，環境問題などに興味が「あ

る 「どちらかといえばある」と答えている。」，

これらのことから，理科に対する関心は総じて

高いと言える。しかし，理科の勉強に関するこ

とで分からないこと，興味・関心をもったこと

について「自分から調べる 「どちらかといえ」，

ばしている」と答えた児童は約50％である。

以上のことから，理科を肯定的にとらえて

いる児童の意識を大切にしながら，これまで

以上に観察，実験などの直接体験を重視し，

児童一人一人に見通しをもった問題解決的な

学習の仕方を一層身に付けさせることが大切

である。そして，科学的に調べる能力や態度

が日常生活においても発揮できるように，他

教科や日常生活との関連を図る指導の工夫・

改善を進める必要がある。

主体的に調べようとしているか

16.9% 36.4% 32.6% 14.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している どちらかといえばしている
どちらかといえばしていない していない

動植物や自然，環境問題に興味があるか

45.1% 34.3% 13.8% 6.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある どちらかといえばある
どちらかといえばない ない
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今回の定着度調査は，当該学年の12月終

了程度までの範囲について，ペーパーテス

トにより 「基礎・基本」の定着状況を調，

査したものである。

その状況について，区分，観点，小問別

などの平均通過率を示しながら，具体的に

分析していく。

(1) 全体の平均通過率の分析

小学校第５学年の平均通過率は76.9％で

あるが，今回の調査が「基礎・基本」の定

着状況を調査することを目的として出題さ

れていることを考慮すると，23.1％（約５

人に１人）が「基礎・基本」の定着が不十

分であるとも言える。

このことから，通過率の低い内容につい

ては，理解の定着状況を確かめながら授業

を進め，個別指導に当たるなどの個に応じ

た指導を一層進めることが求められる。

(2) 各区分ごとの平均通過率の分析

２ 「基礎・基本」定着度調査の結果と考察

各区分ごとの平均通過率

79.5%

78.0%

73.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ　生物とその環境　　

Ｂ　物質とエネルギー　

Ｃ　地球と宇宙　　　　　

平均通過率

76.9%

63.9%
56.9%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

小５ 中１ 中２

各区分ごとの平均通過率はすべて70％を

超えており，Ａ・Ｂ区分は80％近い。Ｃ区

分は73.4％と最も低くなっているが，これ

は，時間的・空間的な広がりを直接とらえ

にくいこと，地域の実態によって適切な教

材が見付けにくいことなどによるものと考

えられる。

このことから，野外での観察とモデル実

験の結果を結び付けるなどの工夫をした実

感を伴う学習を進めたり，デジタル情報や

図書資料などを効果的に活用したりして，

指導を工夫する必要がある。

(3) 観点別の平均通過率の分析

各観点別の平均通過率は，すべて70％を

超えているが，科学的な思考力についての

平均通過率が，他の観点に比べ若干低い傾

向にある。

科学的な思考力は，獲得した知識・技能

等を活用して総合的に判断したり，推論し

， ，たりする力であるだけに 児童が自ら考え

表現する活動（図やモデルなどを使って，

具体的で多面的に考える活動）等を展開す

る必要がある。

(4) 小問ごとの平均通過率の分析

小問は全部で29問あり，Ａ区分９問，Ｂ

区分とＣ区分はそれぞれ10問ずつで，Ａ・

Ｂ・Ｃ区分の順に出題されている。この結

観点別平均通過率

75.4%

77.7%

78.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

科学的な思考力　　　　　

観察，実験の技能・表現 

知識・理解　　　　　　　　 
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果と国立教育政策研究所が実施した「平成13

年度教育課程実施状況調査」の結果を比較し

ながら，それぞれの区分の中で特に通過率の

低かった問題を紹介し，改善策を述べる。

ア Ａ区分の分析

９問中７問が70％以上の平均通過率であ

り，特に「インゲンマメの切り口をヨウ素

液にひたすと青紫色に変化することを考察

する問題（問題１－１ 」は約97％の通過）

率である。また，同一問題での全国の結果

と比較しても，本県児童の通過率は高い。

しかし，第５学年で育てたい資質である

「条件制御」を問う「実験結果を基に，発

（ ）」芽に必要な条件を考察する問題 問題２

と「花粉を観察することを通して顕微鏡の

基本的操作（倍率＝接眼レンズの数字×対

物レンズの数字 について考察する問題(問）

題３－１)」は，ともに約63％と低くなっ

Ａ区分　本県と国との比較

76.0%
83.7% 87.1%

64.4%
69.2%

82.3%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

問題４－２ 問題５－１ 問題５－２

本県
国研

Ａ区分の平均通過率

96.8%
82.3%

62.9%
63.0%
78.0%
85.4%

76.0%
83.7%
87.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

問題１－１ 問題１－２ 問題２ 問題３－１ 問題３－２
問題４－１ 問題４－２ 問題５－１ 問題５－２

ている。

このことから，種子の発芽実験で条件制

御の必要性をとらえさせ，その方法を考え

出させるには，例えば，水や空気を一定に

して温度条件だけを変えて発芽の様子を観

察しなければ，発芽しなかった原因が特定

できないことを児童自らとらえられるよう

に指導する必要がある。また，顕微鏡等の

実験器具を活用する機会をできるだけ授業

に位置付け，使用方法等については観察，

， ，実験などを通して 繰り返し指導しながら

確実に身に付けさせることが大切である。

イ Ｂ区分の分析

10問中７問が約80％以上の平均通過率で

あり，特に「実験用てこを使って，てこの

釣り合いのきまりに基づいた実験結果を考

察する問題(問題８－１ 」は93％の通過率）

である。また，同一問題での全国の結果と

比較しても，本県児童の通過率が高い。

Ｂ区分　本県と国との比較

93.0%
85.1% 81.1%

65.0% 65.0% 65.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

問題８－１ 問題８－２ 問題８－３

本県

国研

Ｂ区分の平均通過率

85.1%
80.9%
79.8%

93.0%
85.1%
81.1%

65.0%
59.8%

88.1%
62.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

問題６－１ 問題６－２ 問題７ 問題８－１ 問題８－２

問題８－３ 問題９－１ 問題９－２ 問題10ー１ 問題10ー２
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しかし，４年生の内容から出題した「電

流には流れる向きがあることをとらえられ

ているかを問う問題 問題９－１ と 回（ ）」 「

路に流れる電流を強くするには，乾電池の

数を増やし，直列つなぎにすればよいとい

うつなぎ方による働きの変化をとらえられ

ているかを問う問題（問題９－２ 」の平）

均通過率はそれぞれ65％と約60％となって

おり，前年度に学習した内容については定

着率が低くなる傾向があることが分かる。

このことは，授業中や授業直後の理解は

できているが，長期記憶として残りにくい

ことを示していると考えられる。

そこで，児童が見通しをもって主体的に

学習に取り組む問題解決的な学習を更に展

開し，納得・実感させることによって確実

な定着を図る授業の工夫が必要である。そ

のためには，児童一人一人の興味・関心が

生かされ，自らの力で観察，実験を通して

自然の決まりを発見できるような教材の準

備をしたり，自ら獲得した決まりを使って

表現，製作したりする「ものづくり」など

も積極的に授業に位置付けたい。

イ Ｃ区分の分析

10問中６問が約70％以上の平均通過率で

あり，特に「１日の気温の変化のグラフを

Ｃ区分の平均通過率

57.9%
64.5%

85.2%
82.8%
83.0%
79.6%

54.3%
79.1%
89.5%

58.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

問題11ー１ 問題11ー２ 問題12ー１ 問題12ー２ 問題12ー３

問題13ー１ 問題13ー２ 問題13ー３ 問題14ー１ 問題14ー２

基に その日の天気の様子を推定する問題 問， （

題14－１ 」は約90％の通過率である。）

しかし 「土地の変化と水量の関係を適切，

な方法で調べることを考察する問題（問題11

－１ 「雲の動きの規則性を雲の写真や地）」，

図カードを用いて，推論する問題（問題13－

２ 「１日の気温の変化のグラフを基に，）」，

その日の天気の様子を推定する問題（問題14

）」 。－２ の平均通過率が60％に達していない

また，同一問題での全国との比較においても

本県児童の通過率が低くなっている。

問題11－１は，５年生で育てたい資質の一

つである条件制御を問う問題であり，目的と

する要因以外は条件をそろえて実験すること

の必要性をモデル実験（例えば流水実験器）

を通して，気付かせることが必要である。

問題13－２と14－２は，いずれも「天気の

変化」の学習内容であり，観察や測定を基本

としながら，その結果から自然のきまりを考

察する学習である。晴れの日と雨の日の温度

変化の違いだけでなく，百葉箱等を活用し，

雨量が時間とともにどう変化していくかを，

気温，降水量などの記録とともにグラフ化し

。 ，て比較する活動を授業に位置付ける さらに

気象衛星の画像やアメダスの情報などを有効

に活用し，自分で観察や測定したことから天

気を予報する習慣を身に付けさせ，台風や豪

Ｃ区分　本県と国との比較

79.6% 79.1%
84.6%

79.1%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

問題13－１ 問題13－３

本県

国研
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雨に見舞われたときの被害を，自分なりに最

小限度に食い止めることができるような態度

にまで高めることが必要である。

本県５年生児童の理科に関する実態は，

次のようにまとめられる。

， ，○ 理科学習に興味・関心があり 観察

実験などの直接体験を好む。

○ Ａ・Ｂ区分に比べ，Ｃ区分をやや苦

手とするが，嫌いではない。

○ 観察，実験などの技能の定着が十分

でない。

○ 長期記憶の定着が十分でない。

○ 条件制御という考えで考察すること

が苦手である。

そこで，平均通過率の特に低かったＣ区

分の問題を例に挙げながら，今後の指導の

改善について具体的に述べる。

(1) 観察，実験などの技能の定着のために

図１ 質問紙法の例

児童一人一人が目的意識をもって観察，

実験に取り組むためには，必要な実験器

具等の操作法を正確に身に付ける必要が

ある。グループ学習を取り入れた実験で

３ 定着度調査から考えられる改善策

図２ チェックリストの例

図３ 理科ライセンスカードの例

では，ややもすると積極的に実験する児童，

実験結果を記録することが中心になる児童な

どに分かれる場合があるため，実際の授業で

は教師が定着の具合を見取り，身に付いてい

， ， 。ない場合には 指導 助言を行う必要がある

見取り方として，技能に関する知識・理解

については 「質問紙法 （図１）で，その， 」

行動のパターンを問う方法がある。行動や熟

練については，製作活動や表現活動などで身

に付けさせたい技能が身に付いているかを観

察によって見取る「パフォーマンステスト」

が効果的である。

その他，技能が身に付いたかを記録させる

「チェックリスト （図２）を作成して，自」

己評価をさせたり，観察，実験に関する「理
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科ライセンスカード （図３）を発行して」

授業で活用させたりすると，児童は意欲的

に取り組み，基本的な技能を身に付けるの

に効果的である。

(2) 考察の場面の充実のために

13 正子さんは，４月の26日から29日までの
天気の記録の中から，24時間ごとに気象え

い星が写した雲の写真と，そのときの ，あ
， の３つの地点の天気を新聞で調べ，い う

４まいの地図カードにまとめました。次の
問に答えまょう。 (1)は省略

(2) (1)のように考えたのは，このころの

日本付近の雲がどのように動くことが多
いからだと考えられますか。

その理由を次の の中から選び，ア～エ
その記号を□に書きましょう。

雲は南から北へ動くことが多いからア
雲は北から南へ動くことが多いからイ

雲は東から西へ動くことが多いからウ
雲は西から東へ動くことが多いからエ

平均通過率 54.3％
正 答 エ

多かった誤答 ア

多かった誤答から，児童は雲の動きを南

から北へ移動していくものととらえる傾向

があるが，(1)の問題での雲の４枚写真か

「 ，ら 雲の動きの規則性と天気の変化を基に

その並び方を再生する問題」では，約80％

， 。の平均通過率で おおむね理解できている

このことは，本単元での観察はよく行われ

ているが，その結果から分かることの考察

の仕方（話合い活動）に課題があることを

示している。

そこで学習のまとめにおいて 「○○と，

○○という事実から何が分かるの 」等，。

，教師は児童が獲得した事実を関係付けたり

意味付けたりできるような発問をし 「今，

日の学習では○○という自然の決まりが見

付けられたね 」等，授業を通してどのよう。

なことが明らかになったかをまとめの段階で

再確認することが大切である。その際 「内，

容のまとめ」と共に「○○という方法で考え

ると分かるんだね 」や「○○と○○とを比。

較して考えると○○ということが分かるんだ

ね 」など「方法のまとめ」も行い，内容知。

とともに方法知も身に付けさせる。

話合い活動においては効果的な情報を与え

ることが大切であるが，本単

元での話合い活動における気

象情報の一つとして，気象衛

星やアメダスの気象情報等を補助資料として

活用するとよい。特に，日本付近の雲の動き

を理解させた上で，台風が接近する頃の気象

衛星画像を利用すると，太平洋上で生まれた

， ，台風が 偏東風に乗ってゆっくり西に向かい

その後偏西風に乗り換えてスピードを上げ，

太平洋高気圧の淵を沿うように北上する様子

を観察でき，台風にしても日本付近では西か

ら東へ移動することが多いことを確認するこ

とができる。なお，デジタル情報源として，

次のウェブページの情報（一例）等が学習に

活用できる。

○ 理科ねっとわーく
（ ）http://www rikanet jst go jp. . . .
○ 高知大学気象情報頁

. . . . . )（http://weather is kochi-u ac jp/EF html

理科学習は，児童のもっているさまざまな

， ，自然についての素朴な見方や考え方を 観察

実験などの問題解決の活動を通して，少しず

つ科学的なものに変容させていく営みであ

る。そのためには観察で得た事実を，児童が

主体的に比較，関係付けながら共通点や相違

点を抽出し，規則性を見いだしていく話合い



- -8

活動が重要である。

(3) 条件制御の資質・能力の育成のために

11 太郎さんは， （略）のような容器に図１

土を入れて，水を流して流れる水のはたら
きについて調べました。次の問に答えまし

ょう。

(1) 太郎さんは，流れる水の量によって，
土がけずられたり運ばれたりするようす

が変わると考えました。太郎さんの考え
は，次のア～ウまでの実験のうち，どれ

とどれで確かめることができますか。
。２つ選んで，その記号を□に書きましょう

先の細いじょうろとゆるやかな坂ア
先の太いじょうろとゆるやかな坂イ

先の太いじょうろと急な坂ウ
平 均 通 過 率 57.9％

ア イ正 答 と
イ ウ多かった誤答 と

まず，流れる水の働きに問題

意識をもたせるため，単元導入

において「川沿いのどこに木を

植えたら安全だろうか」と問い

掛け，木の絵を貼り付けた割りばしを提示す

る。そして，流水実験機に自分の木を植えさ

せた後，少し水を流して木を植えた場所の様

子（カーブの外と内の削られ方や土の堆積の

仕方）や実験機の川が土地を変化させていく

， 。様子 水を止めた後の川の様子を観察させる

次に 「流れる水の量や水の速さが川の様，

子の変化に関係しているのか

な 」という問題意識をもたせ。

るために 「大雨や台風のとき，

にも安全な場所に木を植えよ

う」と問い掛け，水の量と水の勢い（水の速

さ）の条件を変えて実験することの必要性に

気付かせる （輝北町立市成小学校 緒方一。

行教諭の実践を参考）

その際に，水の量で川の様子が変わるかど

うかを調べるときは，実験機の角度を一定に

保つこと，また水の勢いを調べるときは水の

量を一定に保って実験することを話し合わせ

ることが大切である。

土 砂 礫 小石○
れき

板

図４ 川の流れの速さと働きを調べる方法

実際に川に行って調べる時は，川岸からの

観察と川に入っての観察があるが，川の流れ

の速さと働きの関係を実感させるには，同時

にいろいろな石を板に載せて沈め（図４ ，）

流れる時間や流れる様子を観察させたり，手

をつないで流れを体感させたりするとよい。

以上のように，モデル実験をしてから実際

， ，の川に出かけると 児童の問題意識が高まり

実験で分かったことを実際の川に当てはめて

考えようとしたり，自然の新たな事実の発見

， 。をしたりして 授業への取組が意欲的になる

昨年 公表された国際調査 2003 国， （ 「TIMSS

際数学・理科教育動向調査 ）によると，我」

が国の理科の平均得点は25か国中第３位で上

位であるが，前回（ 1995）に比べて10TIMSS

ポイントほど下回っていた。公表された８問

の多くは未履修のものであったが，履修した

内容の確実な定着を図るために，今後もねら

いを明確にし，他教科や日常生活との関連を

図った指導を更に重視していく必要がある。

今後，各学校においては， 2003や今TIMSS

回実施された定着度調査で明らかになった本

県の全体的な傾向と自校の実態との比較を通

して，児童の理解状況や科学的概念などの定

着状況を的確に把握し，中学校との系統性を

踏まえた指導や家庭学習との関連を踏まえた

。（ ）指導の工夫が求められる 教科教育研修課




